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　これで見れぱ，単独動講では転倒になる害恰が二割弱であるのに対し，複合動詞では五翻を越
えるが，これは頭位で強調を受ける語などに続いて文強勢の少い助動詞を置いて強弱のリズムを
構成しようという傾向があると考えられる。にも拘らず，これが必ずしも圧倒的大勢と雷えない
のは何故だろうか。単独動詞の場合に八劇近くもSVの語順であり，単独・複合を合わせて全休
の七劇近くを占めるSVの語顧があることは，　VSでなくSVが大勢であり，従ってOVSと
した場合に，格語尾が全くと言ってよい程消失したこの時期には，SVOと受けとられる斑能性
があるのをできるだけ排除しよう，という意識の現われではないのだろうか。OSV，　OvSV　と
竃くことによって，本来動詞の修飾要素である目的語を動詞から切り離して強調の位遣である頭
位に置き，動詞（助動詞の付される場合はいわゆる本動詞）がこれまた強調の位置である後位に
置かれ，かくて強弱強（1！）のリズムが生じていることになると愚う。弱の部分に当たる主語の98％
以上を占めるのが代名調（名詞は非転倒では単音節のGod一件だけ）であるのも滋然と雷えよ
う。そして転倒の場合，後位に来るのはOVSのS即ち主語であるはずだが，この主語も代名
詞が75％近くを占めているため，次の例文申にも見られるように，否定詞が後位に来て強調を受
けるとCl‘a）いう効果をも挙げている。単独動詞で，転倒しているさい，このように後位の否定詞
を持つ例が12件巾7件（58％）を占める。岡じような否定講が，OVSの場合程でなくても，動
詞に次いで強勢を受けていると思われる例がOvSV型〔15〕の中1こ六例（40％）見出される。
　　　｛1｝単独動詞の場合（OVS）（OSV）
　　　　（a）否定講のある場合（OVS）：“Such　Ioye　or　Such　li5t　as？ou　spek三st　of，　sawe
　　　　　　I　neuer　（13）　／Forsooth　a　mor　foole　pan　pou　art，　fond　I　neuer・（39）　／‘‘pat　speke
　　　　　we　not　to　lyue　with．（281）／‘‘that　told　he　not　to　vs，…　（325）…　（イ也に80）c．
　　　　（b）その他（OVS）：‘‘pat　trow　we　weL”（102）／loo！maR，　al　thes　hisslnges　hath
（10）内訳：（1）転倒の場合（a）単独動詞には名；詞〔3⊃，代名詞〔9〕（b）複合動罰に．は名詞〔0〕，代名詞
　　〔15⊃；（b）非転倒の場合（a）蟻独動詞には名詞〔1〕，代名詞⊂12〕（b）複合動詞には名詞〔0〕代名調〔41〕。
（11）OvSVでは，波（10）の内訳の如く，主語は代名詞ばかりで名詞は無，強勢の少い主語がラ｛ミるため，　ヂ強
　　弱弱強」というのが実際である。
（12）OVSN（　・　Negative）　etiR’強弱強が実際であろう。
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　　　　　　　　　pe　deyille，…　（138）／　．Neuerpeles　al　thes、　p賢氾eshynges　taklthe　／．god　iA　a　wrecchid
　　　　　　　　man（151）／Theise　iij．　vesseIIys　tooke　pe　Emperour，…　（300）／and　suche・a　lady
　　　　　　　　received　I　into　my　ship，…　（319）…代名詞1が強調されている。
　　　　　　　（aノ）否定講のある場合（OSV）：But　how　it　is　w三th　your　Fader，　pat　I　know　nat，…
　　　　　　　　　（90）／And　howe　I　hong　her　I　not；…　（313）／but　what　bifelle　aftirward　I　ne
　　　　　　　　wist，…（319）…他に（186，199）で，　（199）では例と同様not（謂ne　wot），　nat，
　　　　　　　　ne　w三st（nistとも書かれる）に強調が麗かれている。　（186）ではhe　ne　kHewと
　　　　　　　　　　（319）に間じである。
　　　　　　　〈bノ）その他（OSV）：And　pat　he　doth　as　ofte　as　he　gruccheth（4）／‘‘that　I　desire
　　　　　　　　　ouer　alle　thinge，…　　（220）　／an（玉　夕e　fond　k皿y5t　pei　cast　in　a　dich　P｝ace　（21）　／that
　　　　　　　　　Iwoot　welle，…　（143）〆／“take，　and　not　I　take；…（2G7）…　否定詞が頭位／And
　　　　　　　　　perfore　such　a　man　pei　accuse，…　（311）／al　my　mevab1e　goedes　I　bequethe　to
　　　　　　　　　hir。”　（250）　／　an（l　pat　I　bihote　pe．”　（315）　…　イ也に二　（1，4，24，40，43，46，57，78，128・
　　　　　　　　　128，128，138，138，143，146，180，183，197，200，202，220，233，237，243，266，280，292）
　　　　　〔2）複合動詞の場合（OvSV）（OSvV）
　　　　　　　〈a）否定詞のある場合：oper　he｝P　myght　he　not　haue，　but　v．　knyghtes（SO）／thls
　　　　　　　　　lond　shalt　pou　neuer　haue，…　（73）／　sWich　on　wol　I　non　£ake．（173）　／more
　　　　　　　　　canne　I　not　tell　yow．”　（260）／　that　wold　he　Rot　touche　of（318）／and　wor（圭e
　　　　　　　　　my5te　nowper　of　hem　speke．（260）…否定講が主語。
　　　　　　　（b）その他（OvSV）：‘‘pis　which　I　see　opynly　woH　trowe　more　than　such；…（20）
　　　　　　　　／＆non　opere　wolle　I　have　of　the（162）…否定詞が頭位／“Thls　canne　I　telle，
　　　　　　　　　that…（260）／‘‘This　shalB　do，’（270）／and　hem　shalt　poti　nQrish，　for　pou　hast
　　　　　　　　　me至ke・”（277）／pat　which　god　hath　disposld　woll　I　take　and　chese．（301）／This
　　　　　　　　　false　ordinaunce　hadde　he　made，…　（326）
　　　　　　　（aノ）否定詞のある場合（OSvV）：that　pou　canst　not　make　me　do；…（130）
　　　　　　　（b！）その他（OSvV）：all　pis　withレe　grace　of　god　I　shal｝ful至儘L　（24）／‘‘suche
　　　　　　　　　cloth三s　as　I　haue，　thou　shalt　haue。・・　（82）　／　but　none　thei　coude　fynde，…　　（200）
　　　　　　　　　否定詞が頭位／“that　I　wolle　do　Redelye，…（243）／and　hir　I　wolle　yeue　the　to
　　　　　　　　　wyf，…（256）／Theise　two　poゼmost　norrish　me，　w三th　pi　melke”（277）…　他に
　　　　　　　　　　（143，143，236，259，304，304）
　　以上の例文中で転倒・非転倒それぞれになるための条件を考えても説明のつきにくい点も多
く，例えば，（2）（b）申の（270）This　shall　I　doと（2）（bt）の（243）中のthat　I　woile　doの
対立・また（2）（b）中の（277）hem　shalt　pou　norishと（21（bi）Theise　two　pou　most　norrish
meの対立などだが，後者では，　shalt　pouはshaltow（13）という綴字がOEDによれば15世紀ま
（13）このテキスト1こはこの語形は発出せない．
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で記録されているのでこのこ語の慣用的結びつきが働いて転倒になり，Theise　two…では助動
詞mostはshalよりいく分意味内容が重いからリズムの関係で強（two）弱（Pou）強（most）のよう
な型をとったものと考えられるが，前者の場合はshallとwolleの意味内容の重みの違いによ
るという解釈が成り立つか，主語1のもつ比重の違いによるのかどうか，現に〔2）（b）の（301）で
は目的語が長い点は異なるが，Woll　Iと転倒しているのを見ても，断定はむずかしい。
　なお頭位に否定詞が来る場合も，（1）（bt）の（207），（2）（b’）の（200）のように非転倒もあれば，
｛2）（b）の（162）では転倒になっているのも注霞してよい事であると思う。資料が限定されてい
るため，この場合の傾向なども明確ではない。
　非人称動詞の与絡目的語に，屈折語尾を備えない名詞が来た場合，転倒（OVS）と解釈しえな
いのかどうか判断に迷う場合も若干ある（e・9・This　answere　likid　wele　pe　Emperour，…（297）
Cf．　that　lll〈ith　me　moche（163））。（14）p．74§3の（1）の場合と岡様，頭位にthisが来ていること
に注目したい。OEDもこのような例について決し兼ねているようである。
　最後に，Reported　Speechが頭位に来る場合は，このテキストでは，伝達動詞quod，　quop
が用いられれば必ず転倒が起こり，主語が名綱であれ代名詞であれ，これに変わりはない。飽の
伝達動詞が備いられる場合は，転倒が43件，非転倒が12件である。前者では，動詞はthowte　1
件の他は全部‘say’であるが，主語には名講24件，代名詞（人称代名講，不定代名講）19件，と
名詞が多く見られ，後者，非転倒の場合の主語には名詞は現われず代名講のみで，動詞は‘say’
に隈られている。つまり，主語が名詞なら必ず転倒が起こり，代名詞ならば大体6：4の比で転
倒が起こっていることになる。qUGd，　quoPの場合はOEDも注しているように，必ず主語に先
行するので閲題はない。quop，　quod以外の伝達動講の場合，名詞主語にあっては，強弱強のリ
ズム等の関係で，代名詞主語より転倒位に来やすいのであろうが，後者代名詞の場含も転倒は過
半数（44％）に近い。ただこの代名詞の内訳をみると，転倒例申，入称代名詞に比べて，より名
調的と言える5件の不定代名調が含まれており，非転倒例の中には1件もない。いまこの5件を
代名詞19件より引き去り14件となった場合と夢i三転倒の12件とを比べると，さきの6：4の比はく
ずれ，代名講主語の場合の転倒・非転倒の比が1まぼ対等となるのは興味深い。
　なお，伝達動詞や主語に修飾旬があるのは転倒例中の4件（oon　of　hem（67）；to　him（88）
；to　opere　men（102）；bi　h圭s　prophet　here，三n　his　tribulacion（292））のみであって，残りは
転倒・非転倒を通じて代名詞は単独形で，名詞は定冠詞や形容詞がついているものばかりであ
る。つまり転倒例にのみこれらの修飾句が見られることは交中のリズムとの関速において注意し
てよいことであろう。
　　　（1）OVS：‘‘Yis，Yis，”selde　the　knyght，‘‘I　am　redy…（2）／Ye，”thowte　he，‘‘he　is　now
（14）OED：LIKE，　1cと6。
　付認：転倒ではないが、祈願文でOVの配列をとる2例を挙げておく；And　that　graunt　vs，…（72）／
　　thic　dope　into　my　minde（Latin源文に．はhoc　facite　in　meam　commemoracionemとあるのを語順を
　変えずに翻訳したものであろう）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i83
　　achilde…　（296）／Iam　with　pe　synfull，　seiyeth　gQd　b隻his　prophet　here，　in　his　tri－
　　bulac三〇鍛・（292）／　‘‘ye，　hardly，”　seide　that　opere，‘‘…　（130）　／　‘‘Sothely，”　seyde　she，
　　‘‘…　（163）／‘‘ξorsoth，”quop　he，‘‘now…（3）／‘‘Yis，”quoP　Pe　c王erk，‘‘…（2）
（2｝OSV：‘‘pere　is，”he　seide，‘‘a丑opere　birde，…（106）／‘‘1d”he　se呈de，‘‘Roch三s　ln
　　Pe　see；・一（106）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（未完）
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